
●全国平均を下回る旅行消費単価 P7
●宿泊客の短期滞在が進む P13
●近畿圏からの来訪が中心 P14
☆マイクロツーリズム志向の高まり P34
☆本物志向の高まり P32
●周遊観光は限定的（点の観光）P11

・兵庫の強みに対する認知度アップ
・満足度の向上、リピーターの獲得

現状と課題を踏まえた方向性の整理

「Hyogo」ブランドの確立

地域の経済循環を支える観光

圏域としての訴求力・集客力向上

食・風土・文化を活かしたブランド再確立

○食、温泉、自然、城など強みとなる
観光資源が多彩 P19

○旅行者は食、温泉、自然への志向が高い
P18,33,34

●旅行先人気としての相対的地位の低下 P15

多彩な観光資源を有する一方、相対的地位低下

安・近・短の旅行に対応した構造

・滞在型観光コンテンツの掘り起こし
（従来のコンテンツに依存）
・未来の顧客に向けた魅力づくり
・関西都市圏に近い地理的条件の活用
・関東圏などの需要の開拓
・広域・県内周遊を促す交通アクセスの充実
・・多様な人が来訪する受入環境づくり
（ｱｸｾｼﾌﾞﾙ･ﾂｰﾘｽﾞﾑ）

旅の高付加価値化、マスツーリズムからの転換

★回復は当面見込めない P31
○突出して訪問率が高い国はない P25
●アジア市場に対する相対的地位が低下 P26

回復に時間がかかるインバウンド

☆兵庫DC、万博、WMGと連続した誘客機会の到来 P43～46
★万博時のインバウンドは未知数 P44
★万博への国内での関心度は地域・年代で様々 P44
☆MICEにおけるハイブリッド型などの定着の可能性 P28

誘客契機の到来

☆旅行におけるSDGｓ意識の高まり P37
●SDGｓ第三者認証取得事例は少ない P38
●半数以上の人が地域に誇りや愛着
を有する P12

☆地域活動や交流を求める若年層 P32

SDGsなど新たな価値観の台頭
・SDGｓの取組の浸透

「地域のための持続可能な観光」の実現

・地域の観光の新たな担い手確保
・継続的な来訪のきっかけづくり

関係人口の拡大

・マーケティングに基づく重点国、エリアの設定
・アジア近距離市場の再開拓
・MICE、万博を捉えたビジネス層への訴求

世界に選ばれるデスティネーションの確立

●満足度、再来訪意向は
全国平均より下位 P17

☆旅行の個人化 P30

☆40歳代以上に高い人気 P10
★若年層人気は一部の地域 P10
●コンテンツの少なさ P20
★国内旅行市場は先細り
●県内の宿泊率が高い地域で
宿泊者総数が減少基調 P9

●インバウンドでも消費単価は
全国下位 P22

☆日本の人気は高く、食と
サステナブルな取組へ期待 P36

☆関係人口への関心層は３大
都市圏の２割 P39

☆関係人口は観光まちづくり
ﾌﾟﾚｲﾔｰとして期待 P40

○：強み ●：弱み ☆：機会 ★：脅威
ページ番号は、資料2に対応して記載

現状 課題 方向性

持
続
可
能
な
観
光
地
域
づ
く
り

資料４

１



新観光戦略の検討の方向性 

[戦略の位置づけ] 

兵庫の観光がめざす将来像とその実現に向けた方向性を示し、 

県・市町、県民等と共有するための共通指針としての役割 

[計画期間]  

令和５(2023)年度～令和９(2027)年度の５年間 

[めざす将来像のイメージ] 

持続可能な観光地域づくりの推進 

～全国はじめ世界から訪れる旅行者との感動の共有～ 

～県民が誇りを持って住み続けたいと願う豊かな地域の実現～ 

 

社会経済 

・高付加価値の上質な旅の提供、MICE需要の獲得などにより

滞在期間の長期化、消費拡大を図り、雇用創出や所得向上に

貢献する観光を推進する。 

・観光以上移住未満の関係人口の拡大により、地域社会や経済

の持続性に貢献する観光を推進する。 

文 化 
・文化・伝統の保全と活用の両立を図り、歴史、ストーリーを

伝え、旅行者の共感を生み出す本物志向の観光を推進する。 

環 境 

・環境や気候変動に配慮した資源保全・活用を踏まえた観光を

推進する。 

・平和や安全などの相互理解を促す観光を推進する。 

 

マネジメント 
・県民の参画や協力を通じて、県民と旅行者双方の満足度向上

や地域への誇りや愛着の醸成につながる観光を推進する。 

 



 

[施策の検討にあたっての方向性] 

１ 産業・文化の蓄積を活かした「HYOGO」ブランドの向上 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 圏域としての訴求力・集客力の向上 
 

 

 

 

 

 

 
 
３ 地域の経済循環を支える観光の振興 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

✔ 地域の魅力の発掘と磨き上げ、「HYOGO」観光の付加価値を高める。上質な旅の提供を
通じて、国内外の旅行者の滞在期間の長期化、消費拡大や満足度向上につなげる。 

✔ 地域に根ざした「食」を活用し、その背景にある「ルーツ」、それらを生み出す「人」にも着目し、
技術や伝統などを伝える「テロワール旅」など、兵庫の産業・文化の蓄積を活かした本物志向
の体験コンテンツの開発、旅行商品の造成を進める。 

✔ 地域資源の背景や価値の理解促進を促すアプリやウェブの活用、移動データによる観光地
の状況把握など、デジタル技術を活用した観光体験をより豊かにする取組みを推進する。 

✔ 地域に引き継がれた自然環境、歴史・文化、産業等の資源を活用した環境配慮型の観光
の取組みから得られる経済・社会的利益が地域に還元され、それらの持続可能性や価値をさ
らに高める仕組みを、多様なステークホルダーと連携し、観光地域づくりにビルトインする。 

✔ 大学生や高校生など将来の観光を支える人材の育成や、観光以上移住未満の関係人口
の拡大を通じて、観光地域づくりを担う人材や観光産業で活躍する人材を確保する。 

✔ 多言語対応や多様な文化・習慣に対応できる受入環境整備とともに、高齢者・障害者はじ
め、あらゆる旅行者が快適に旅行・滞在できる取組みを推進する。 

✔ 県域DMO（ひょうご観光本部）の機能強化のため、データ分析をベースとするPDCAサイク
ルの推進、マーケットインのアプローチを可能とする組織・業務プロセスの改革、自走化を可能
する財源の多様化などを推進する。 

✔ 関西、日本海、瀬戸内の近隣府県との交流と連携による広域観光圏を形成し、国内外に
向けた「HYOGO」の観光ブランドの訴求力（プレセンス）、集客力を高める。 

✔ 観光市場の成長センターとなる潜在力を秘めた関西において、インバウンド再開を見据え、 
 海上交通観光の開発などにより、観光客やアフターMICEのビジネス客の取込みを図る。 
✔ 旅行者の利便性と回遊性を高める観光型MaaSやマイクロ(グリーン)モビリティなど、ストレス

フリーの交通アクセスを整備する。 

２ 


